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首都圏空港の航空需要予測（発着回数）

発着回数（国内＋国際）

計

首都圏空港 71万回

（羽田空港） （44万回）

（成田空港） （27万回）

海外の高い経済成長率を受
けて増加傾向
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○上位・中位ケース
増加傾向

○下位ケース
人口減少等の影響を
受けて横ばい～微減

（年度）

（年度）（年度）

出典 ：「航空輸送統計年報」
（実績値） 「空港管理状況調書」他
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775（参考）

首都圏の需要は
引き続き増加傾向

ケース
年平均実質GDP成長率

2010-17 17-22 22-27 27-32

上位ケース 2.2% 3.0% 3.0% 3.0%

中位ケース 1.7% 2.0% 2.0% 2.0%

下位ケース 1.0% 0.7% 0.7% 0.7%

＊各ケースにおける我が国のGDPの設定

○ 首都圏空港の発着回数（国内線＋国際線）は、上位・中位ケースでは2022年度、下位ケースでは2027年度に現在の計画
処理能力を超過する見込み。 （2032年度には78～94万回と予測。）

＊計画処理能力（設定）：71万回
＊計画処理能力の設定について

首都圏空港の計画処理能力（約75万回）から、羽
田・成田の貨物便の枠（約４万回）を除き、残り71
万回を需要予測上の計画処理能力とした。

いずれも2020年代に
計画処理能力を超過

実績

上位ケース

中位ケース

下位ケース

凡例

※2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催決定等の需要予測後の状況変化や、政策目
標の訪日外国人旅行者数2,000万人等は考慮していない。さらに国際空港において見られる
ピーク時間帯への集中についても表現できていない。



首都圏空港の更なる機能強化が必要

成長著しいアジア等世界の成長力取り込み（日本再興戦略等）

日本全国の地域活性化訪日外国人の増加
産業・都市（首都圏）の
国際競争力強化

企業立地の促進

・アジアヘッドクォーター特区等
総合特区の活用

アジア地域の業務統括拠点等を
含む外国企業を500社以上誘致
（東京都）

・国家戦略特区の検討

日本への投資環境の整備

日本経済の再生
外国人旅行者数の増加と
旅行消費額の拡大

訪日外国人数の現状
と政府目標

日本最大の
際内航空ネットワーク

諸外国の成長力を
国内各地域に波及

ヒトとモノの交流の活発化
際内間の

ヒトとモノの交流の活発化

国際線 102都市

旅行消費額 1兆4,168億円
訪日外国人数 1,036万人

2013年（実績）

2,000万人の高みを目
指す。

今
後
の

目
標

国内線 51都市

注：就航都市数は、2014年8月時点で就航している都市数

首都圏空港の更なる機能強化の必要性

2020年東京オリンピック・パラリンピックの円滑な開催



平成25年９月26日

平成25年11月１日～

平成26年８月26日～

交通政策審議会航空分科会基本政策部会

首都圏空港機能強化技術検討小委員会

首都圏空港機能強化の具体化に向けた協議会

首都圏空港をめぐる航空政策上の課題の整理

首都圏空港の機能強化策にかかる技術的な選択肢の洗い出し

第１回：平成25年11月１日、第２回：平成25年12月９日、第３回：平成26年１月31日、
第４回：平成26年３月14日、第５回：平成26年６月６日

関係自治体や航空会社等関係者にも参画を求め、機能強化の具体化に向け協議

具体策決定後 国と地元自治体による協議の場

具体的方策の理解・協力に向けた協議

今後の首都圏空港の需要予測、国際航空を巡る環境変化、
首都圏空港の国際競争力を高めるために必要な能力・機能 等

財源確保のあり方、環境対策 等

首都圏空港の更なる機能強化に関する検討①



首都圏空港の更なる機能強化に関する検討②

首都圏空港の更なる機能強化に関する技術的な選択肢

－首都圏空港機能強化技術検討小委員会の中間取りまとめ（概要）－

・既存滑走路の延長

・滑走路の増設

・管制機能の高度化
年間＋約２万回（約55回／日）

・高速離脱誘導路の整備
年間＋約２万回（約55回／日）

・夜間飛行制限の緩和
年間＋α回

・滑走路の増設

■2020年東京オリンピック・パラリンピック以降の方策■2020年東京オリンピック・パラリンピックまでに実現
し得る主な方策

羽
田
空
港

成
田
空
港

合計 約82.6万回
（年間＋約7.9万回）

・滑走路処理能力の再検証
年間＋約1.3万回（約35回／日）

・滑走路運用・飛行経路の見直し
年間＋約2.3～2.6万回（約63～72回／日）

注：その他の課題として、両空港をフルに有効活用するための方策、異常
発生時における回復性の強化、空港処理能力拡大以外の機能強化方策、
羽田空港、成田空港以外のその他の空港の活用等が挙げられている。


